
YMFG ZONEプラニング 「地域経済循環における課題解決」

概要 コンテンツ詳細（予定）

協力 / 連携先（予定）

取扱うSDGsの項目

取扱う教科 / 単元
• 政治経済×数学

 ⇒ マクロ観点での日本経済・
 地域経済の把握

（RESASによる定量分析、
地域経済循環図の見方、
考え方を含む）

仮説検証、
課題解決案

の提示

仮説検証、
課題解決案

の提示

現状分析現状分析

ヒアリング・
仮説立案
ヒアリング・
仮説立案

課題の解決案を考える

企業の課題について、ヒアリングシート（サプライチェーン分析）から把握する

xxx市をマクロの視点（三面等価）で把握する

出典：ＲＥＳＡＳデータを加工

１．事業活動（生産・販売）

付加価値（ＧＲＰ）=3,085億円

従業者1人あたり付加価値

第１次産業 229万円（799位）

第２次産業 851万円（606位）

第３次産業 664万円（1,099位）

２．分配（家計・企業）

所得（合計）

地域内所得

3,085億円

廿日市市住民所得

3,948億円

雇用者所得

地域内雇用者所得

1,738億円

廿日市市民雇用者所得
2,330億円

その他所得

地域内その他所得

1,346億円

廿日市市その他所得

1,618億円

864億円流入 272億円流入

３．支出（消費・投資）

民間消費

地域内消費

2,205億円

廿日市市民消費

2,493億円

その他支出

地域内その他支出

433億円

廿日市市その他支出

942億円

支出（合計）

地域内支出

3,085億円

廿日市市支出

3,950億円

民間投資

地域内投資

447億円

廿日市市内企業投資

515億円

509億円流出865億円流出 288億円流出

592億円流入

68億円流出

 その他支出（域際収支）は509億円の流出
 域際収支を改善し、地域にお金が残る構造にすれば、お金が再生産

に回り好循環につながる
 xxx市は観光業が盛んな地域 …

企業へヒアリングを実施

イメージ

 もみじ饅頭は自社工場で
製造している

 おいしさのポイントは饅頭のあんこ
 原材料の小豆は×××から

仕入れている

＜課題解決案＞
もみじ饅頭のあんこの原材料である小豆
を生産する農園をxxx市内に作る

（メリット・期待される効果）
 農園の開発による雇用創出
 地域内仕入れによる域際収支改善
 仕入れに関する企業の輸送コスト削減
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• 地域経済循環の考え方を基に企業分析のノウハウをかけあわせ、自身の地域における課題を発見・探究

• 実社会でも活用可能な提案書までを作成することで、経済的観点に裏付けられた地域振興のアイディアを創出


